
  

 

 

 

 

 

 
 

報道関係各位 

2021 年 3 月 2 日 

 

工学院大学、除菌作用が高い水の製造装置を開発 

～ 新型コロナ代替ウイルスを用いた実験で 99.9％の不活性化を確認 ～ 

 

工学院大学（学長：佐藤 光史、所在地：東京都新宿区／八王子市）の岡田文雄教授（先進工学部環境化学科）は、促進

酸化水を簡便かつ安全に製造する装置を開発し、豚コロナウイルス（新型コロナウイルスの代替ウイルス）を用いた実験で

99.9%不活化できることを確認しました。 

家庭用を想定した試作品は、手に載るコンパクトなサイズです。ふつうの浄水器のように取り付けて水道水を通すだけで

除菌効果の高い水になるので、日常的な除菌作業がこれまでより手軽に費用を抑えて実施できる見込みです。装置は大

型化にも対応しやすい仕様で、飲食店の厨房、食品工場、病院、高齢者施設、農場、家畜の飼育場などに設置するサイズ

も設計可能です。この成果は、岡田文雄教授とタイキ工業株式会社（代表取締役：浦 城勝、本社：東京都墨田区）による共

同研究によるもので、同グループは商品化を担う企業を募っています 

 

 

 

●促進酸化水とは、オゾンと過酸化水素を含有した水のことで、OH ラジカルを効率良く生成するため強い殺菌洗浄力を

示します。また、使用後のオゾンは水と酸素に戻るため、中和等の後処理が不要で環境に負荷をかけません。 

●促進酸化水の OH ラジカル濃度（殺菌洗浄能力）は、同濃度のオゾン水に比べて 2～5 倍と推定されています。 

●溶存オゾン濃度は 0.5～1 mg/L 程度、過酸化水素濃度は 0.1～0.3 mg/L 程度で十分な殺菌洗浄力を示します。 

●水電解方式では 0.2～40 L/min、気液ミキサーと放電式オゾナイザーを組合せた方式では 50～100 L/min の促進酸

化水を製造することが可能です。必要な流量の促進酸化水を製造する装置も設計、試作できます。 

●上記のどちらの方法においても、オゾンガスを水に 100%溶解できるので、危険な気相オゾンの生成が無く、安全に促進

酸化水を製造できます。 

●水電解方式の装置は酸素ガス等も必要とせず、水道水と家庭用電源（100 V）のみで運転できます。このため、消費電

力も 15W (4 L/min 製造時)～300 W (40 L/min 製造時) と小さく、薬品代がゼロで使うほど単価は下がります。 

●今後は、一般家庭用の小型装置、小工場、病院、高齢者施設用の中型装置、農場や家畜の飼育場など一度に広いス

ペースを殺菌消毒することができる大型装置等、様々な分野で利用する装置の商品化が期待されます。 
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図 1 促進酸化水 9 mL による 13 万個の豚コロナウイル不活化結果 

 
 

図 2 小型促進酸化水製造装置の断面図 

（水道水を促進酸化水に変換） 
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